
     ７月の主な行事予定 

１日 （金） 委員会 

２日 （土） 授業参観 

４日 （月） 振替休業日（７／２分） 

６日 （水） ５年読み聞かせ 

８日 （金） たて割り活動、登校指導日 

１１日 （月） くまなびスクール つなカフェ 

１４日 （木） 第１回学校保健委員会 

１５日 （木） 月曜日課５時間 

１９日 （火） 月曜日課５時間 

２０日 （水） 
全校朝会、前期前半授業終了日、 

給食なし３時間、一斉下校 

 

令和４年度 ６月号 

熊谷市立玉井小学校 

児童数４３１人（５月２７日現在） 

ＴＥＬ５３２－３９８６ 

ＦＡＸ５３０－１２４８ 

玉 の 井 
ＵＲＬ http://www.tamai-e.ed.jp/     Ｅ-mail  ta001@tamai-e.ed.jp 

＜学校教育目標＞

自立 貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目の前にあるもの、角度を変えて見て見る 

校 長  大谷 裕紀         
   

        先日先生方に、こんな話をしました。 

〇ある動物園に、一頭の小象がやってきました。そこで、動物園は、その象の体 

に併せて周りに柵を作り、その柵の中で飼育することにしました。小象は、柵の 

外に出たい一心で何度ものりこえようと挑戦しますが、自分よりも背の高い柵を 

どうしても乗り越えることができません。やがて、挑戦することをあきらめ、柵 

の中だけで生活するようになりました。 

 それから月日が流れ、子供だった象も立派な大人の象に成長しました。今まで 

の柵もゆうゆう越えられるほど大きくなりましたが、その象は、全く柵を乗り越 

えようとはしません。目の前の柵は、乗り越えられないと思い込んでいたからで 

す。 

これと同じようなことが、私たち人間にもあるのではないでしょうか？「象」を自分

自身に、周りの「棚」を自分が抱えている問題や課題として考えてみましょう。働き方

改革、最初から自分には難しいなと考えていないでしょうか？（学校が抱える大きな課

題です。）仕事にしても、子供たちへの課題についても、そのように考えていないでしょ

うか？ 

 いま玉井小学校では、暗唱を 1 年生から 6 年生まで、同じ課題で取り組んでします。

2 年生以上は、4 月から暗唱を始めますが、1 年生は一ヵ月遅れで 5 月から始まりまし

た。しかし、課題は、4 月 5 月のふた月分の暗唱を行います。そんな中、続々と 1 年生

の合格者が出てきています。6 年生も取り組む暗唱ですから、1 年生にとっては難しいか

もしれません。でも 1 年生では無理かなと、ハードルを下げてしまったら、越えられる

はずの棚と同じになってしまいます。ゴールは来年 3 月です。遅れてもいいから、最後

までたどり着く、これが玉井小の暗唱です。よく授業で、5 分以内にまとめる活動があ

ります。3 分でできる子もいれば、5 分ではできず、7 分あればできたのにという子がい

ます。子供の成長はみな同じではありません。7 分かかる子はできない子でもありませ

ん。履修と習得のバランスで、教師の配慮が、大切になります。その視点が今求められ

ています。「個別最適な学びと協働的な学び」。今まで良しとされていたことに疑問を持

ち、全職員で共通理解し、新たな型を作りながら進めていきます。 

 

 

 

６月の主な行事予定 

1 水 
尿省検査二次  

歯と口の健康習慣(14 日まで) 

2 木 全校朝会、林間学校保護者説明会 

3 金 陸上フェスティバル、委員会 

4 土  

5 日   

6 月 くまなびスクール⑤、つなカフェ 

7 火 
新体力テスト（１、２年） 

陸上フェスティバル（予備日） 

8 水 
月曜日課５時間、ＪＲＣの日、教育相談

プール開き、新体力テスト（３、４年） 

9 木 
４年校外学習、新体力テスト（５、６年） 

歯科検診（ゆりひま、１、３、５年） 

10 金 たて割り活動、登校指導 クラブ 

11 土  

12 日   

13 月 ５年林間学校  

14 火 ５年林間学校  

15 水 ６年租税教室 

16 木 歯科検診（２、４、６年） 

17 金 クラブ 

18 土  

19 日   

20 月 くまなびスクール⑥、つなカフェ  

21 火 １年交通安全教室 ４年読み聞かせ 

22 水 ４年交通安全教室 

23 木 月曜日課 

24 金 音楽朝会、眼科検診、クラブ 

25 土  

26 日  

27 月 ５時間授業、１４：１５下校、学校訪問 

28 火  

29 水 
第１回校内長なわ大会 

３年読み聞かせ  

30 木   

 

すべての子どもの笑顔のために 

                     特別支援教育主任 

保護者の方が小学生の時、「特別支援教育」という言葉はあったでしょうか。近年だい

ぶ浸透してきた「特別支援教育」ですが、改めて説明すると、 

 

 

 

子どもは学校生活を送りながら毎日成長しています。身体の小さい子から大きい子、運

動能力が低い子から高い子、知的な発達がゆっくりな子から早い子、そんな子ども達が同

じ教室で学んでいます。その中で、一生懸命頑張っているけれど、うまくできず困ってい

る子どもがいます。そんな子に対して個別に対応していくことが「特別支援教育」です。 

 ゆっくり学んでいるのか、サポートが必要なのか、別の方法が必要なのか、一緒に保護

者の方と考えていきたいと思い 

ます。お子さんの笑顔あふれる 

小学校生活のために、一緒に取 

り組んでいきましょう。 

・お子さんが持つ学び方の特徴をとらえ、保護者の皆さんと協力して、適切に環境を

調整したり、学習の際に配慮したりする取り組みです。 


